様式１

応募確認書

記入日（西暦）　　　　年　　月　　日

	ふりがな
	
	写 真

貼 付

４×３cm

	氏　　名
	
	

	生年月日

（西暦）
	　年　　月　　日生
	年　齢
	歳

(　　　年  月  日現在)
	

	現住所
	〒　　－


	

	連絡先
	電話
	
	E-mail
	

	
	携帯電話
	
	FAX
	

	勤務開始

希望年月
	西暦　　　　　年　　　月

	求人件名
	

	希望職位
	
	現在の
年収
	（差し支えなければご記入下さい）※


	単身赴任
※下記基準参照
	予定　　　　・　　　予定なし

	健康状態
	

	その他
希望等
	



※単身赴任欄について
現在の住所から本学までの通勤が困難であることを理由に、同居中の配偶者と別居して本学近郊に単身で転居する場合、「予定」としてください。
＊本確認書は面接には使用いたしません。
（別紙）
大学設置基準「教員の資格」
○大学設置基準
（教授の資格）
第十四条　教授となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、大学における教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者とする。
一　博士の学位（外国において教授されたこれに相当する学位を含む。）を有し、研究上の業績を有する者
二　研究上の業績が前号の者に準ずると認められる者
三　学位規則（昭和二十八年文部省第九号）第五条の二に規定する専門職学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有し、当該専門職学位の専攻分野に関する実務上の業績を有する者
四　大学において教授、准教授又は専任の講師の経歴（外国におけるこれらに相当する教員としての経歴を含む。）のある者
五　芸術、体育等については、特殊な技能に秀でていると認められる者
六　専攻分野について、特に優れた知識及び経験を有すると認められる者
（准教授の資格）
第十五条　准教授となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、大学における教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者とする。
一　前条（第１４条）各号のいずれかに該当する者
二　大学において助教又はこれに準ずる職員としての経歴（外国におけるこれらに相当する職員としての経歴を含む。）のある者
三　修士の学位又は学位規則第五条の二に規定する専門職学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有する者
四　研究所、試験所、調査所等に在籍し、研究上の業績を有する者
五　専攻分野について、優れた知識及び経験を有すると認められる者
（講師の資格）
第十六条　講師となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
一　第１４条又は前条（第１５条）に規定する教授又は准教授となることのできる者
二　その他特殊な専攻分野について、大学における教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者
（助教の資格）
第十六条の二　助教となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、大学における教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者とする。
一　第十四条各号又は第十五条各号のいずれかに該当する者
二　修士の学位（医学を履修する課程、歯学を履修する課程、薬学を履修する課程のうち臨床に係る実践的な能力を培うことを主たる目的とするもの又は獣医学を履修する課程を修了した者については、学士の学位）又は学位規則第五条の二に規定する専門職学位（外国において授与されたこれらに相当する学位を含む。）を有するもの。
三　専門分野について、知識及び経験を有すると認められる者
（助手の資格）
第十七条　助手となることのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
一　学士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有する者
二　前号の者に準ずる能力を有する者と認められる者
以上

